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【学習のポイント】

今週は日本のものづくり現場における幾何公差導入の実態，

幾何公差に対する誤解などの現状を説明します。

次に，なぜ幾何公差を導入する必要性があるかについて紹介

していきます。

幾何公差の導入実態と必要性

■ 第 1 週 ■












